
子ども・子育て支援事業計画の骨子（案）について ［資料２］　

子ども・子育て支援新制度の体系（子ども・子育て支援法に基づく基本指針より）

○急速な少子化の進行

○結婚・出産・子育ての希望がかな

わない現状

○子ども・子育て支援が質・量ともに

不足

○子育ての孤立感と負担感の増加

○深刻な待機児童問題

○放課後児童クラブの不足「小１の

壁」

○子育て支援の制度・財源の縦割り

○地域の実情に応じた提供対策が

不十分

国の現状と課題

○教育・保育の量的拡大・確保、質的

確保・向上

○質の高い幼児期の学校教育・保育

の提供

⇒ 全ての子どもの健やかな育ちが保

障される社会の実現

○地域の子ども・子育て支援の充実

⇒ 保護者が子育てに対して不安感、

負担感ではなく、喜びや生きがいを

感じられる社会の実現

新制度における対策

子どもの育ちに関する理念

○乳児期

しっかりとした愛着形成

→ 情緒の安定、他者への信頼感

○幼児期

他者との関わり→基本的な生きる力

○学童期

心身の健全な発達

⇒ 一人一人がかけがえのない個性

ある存在、自己肯定感をもって育ま

れる環境整備、社会全体の責任

理念（あるべき姿）

○保護者の肩代わりするのではない

○保護者の子育てに対する負担や不

安、孤立感を和らげる支援

→保護者が自己肯定感を持ちながら、

子どもと向き合える環境整備

→親としての成長を支援

⇒ 保護者が子育てや子どもの成長に

喜びや生きがいを感じられる

○より良い親子関係の形成

→子どものより良い育ちの実現

○子どもの最善の利益実現の観点

○全ての子どもの健やかな育ちを保障

するため、発達段階に応じた質の高

い教育・保育及び子育て支援の提供

が重要

子ども・子育て支援の意義

○全ての子どもの健やかな成長の実

現は、社会全体の目的、役割

○市は、新制度の総合的な実施主体

○事業主は、ワーク・ライフ・バランスを

図る雇用環境を整備

○施設は、地域における子ども・子育

て支援の中核的な役割

○保護者は、地域と関わり、地域コミュ

ニティの中で子どもを育む

○地域の人々は、子どもの活動支援

や見守りに参加

目指す社会の姿

子育てに関する理念

○第一義的責任は保護者

○家庭は教育の原点であり出発点

○子どもに限りない愛情を注ぎ、その

存在に感謝、日々成長する子どもの

姿に感動、親も親として成長

⇒ 大きな喜びや生きがいをもたらす

尊い営み

酒田市子ども・子育て支援事業計画の体系

○特に郊外で急速な少子化の進行

○市全体では待機児童はいない

○乳幼児期からの発達に応じた質の

高い学校教育・保育の重要性

○市子育て支援行動計画では子育て

支援を拡充して実施してきた

→保護者の子育てへの不安感・負

担感はやや解消された

→市の子育て支援策への保護者の

満足度とは必ずしも一致しない面

⇒保護者の利便性だけの支援では、

いずれ満足度は薄れ、他市町村と

の競争に終わるのではないか

⇒保護者が子育てに喜びや生きが

いを見出して初めて、子どもを増や

したいと思うのではないか

◎子どもの最善の利益と保護者の二

ーズの両面から、支援の検討・実施

市の現状と課題

新制度に係る施策

○幼児期の学校教育・保育の量的確

保、安定供給

○幼児期の学校教育・保育の質の向

上、小学校との円滑な接続

○地域の子ども・子育て支援の充実

事業計画で取組む施策

○子どもは社会の希望であり、未来の

社会を創る力

○家庭は子どもが生きる力や人格形

成の基礎を築く出発点、原点

○全ての子どもの健やかな育ちの保

障、子育て支援、少子化対策推進

→子どもや保護者が幸せを感じる社会

→酒田の将来の担い手を育成

→将来の地域の生活基盤の維持

⇒社会、地域全体の課題

○家庭、地域、社会が全体で「酒田っ

子」を育み、家庭に寄り添い支える

⇒保護者が子育てに喜びや生きがい

を感じられるまち

⇒全ての子どもが大切にされ健やか

に成長できるまち

⇒産み育てやすい地域の実現

計画の基本理念 基本的視点 基本目標（目指す姿）

（目指すまちの姿）

家庭 地域 社会

みんなで支え 育むまち 酒田

（目指す子どもの姿）

生きる力と 豊かな心で

たくましく 未来をつくる 酒田っ子

市の独自施策

○市、地域、関係団体の子育て支援、

少子化対策、親育ちの支援等

・後期行動計画から継続する取組

・内容を拡充して実施する取組

・新たに実施する取組

保護者が子育てに喜びや生きがいを

感じられる社会

未来の社会を創り、担う存在である全

ての子が大事にされ、健やかに成長で

きる社会

○子どもの幸せを実現する視点

○未来の社会の担い手育成の視点

○全ての子どもと家庭への支援の

視点

○保護者に寄り添う視点

○社会全体による支援の視点

○仕事と生活の調和の実現の視点

○地域特性の視点

○支援する側の人材育成の視点

意義に基づいた視点

子
ど
も
の
育
ち

子
育
て
支
援
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子ども・子育て支援事業計画の骨子（案）について

目標の具現化に向けた施策の展開

基本施策（素案）

【現行】

酒田市子育て支援行動計画

①地域で子育てを支援する環境づくり

②次代を担う若者を支援する環境づくり

③親と子の健康を守る環境づくり

④子どもの心身の健やかな成長のための

学習環境づくり

⑤子育てにやさしく安全な生活環境づくり

⑥男女が子育てしやすい就労環境づくり

⑦子どもに安全なまちの環境づくり

⑧特別な支援を必要とする子どもをきめ

細やかに支える環境づくり

【素案】

酒田市子ども・子育て支援事業計画

○地域で子育てを支援する環境づくり

○次代を担う若者を支援する環境づくり

○親と子の健康を守る環境づくり

○子どもの心身の健やかな成長のための

環境づくり

○子どもや子育てにやさしく安全な環境づ
くり（⑤と⑦を統合）

○男女が子育てしやすい就労環境づくり

○特別な支援を必要とする子どもをきめ

細やかに支える環境づくり

目標
基本

施策

施策の

方向性

重点

課題

具体的

施策

数値

目標
評価

（１） 施策の体系構成

【基本施策】

目標実現のため、基本となる施策を位置づけたものです。位置づけに当たっては、子ども・子育て支

援法の基本指針を踏まえるとともに、地域の特性や子育て支援行動計画の評価を踏まえ、広範な内

容になっています。

【施策の方向性】

基本施策を実施するに当たり、その進むべき方向性を示します。

【重点課題】

それぞれの施策の方向性ごとに、特に重点となる課題について明らかにします。

【具体的施策】

それぞれの重点課題ごとに、取り組むべき個々の施策を具体的に位置づけします。

【数値目標】

具体的な施策のうち、可能なものについて定量的な目標値を設定します。設定に当たっては、潜在

的なニーズ量等を把握し、市子育て支援行動計画の進捗状況、平成２５年9月に実施したニーズ調査

の結果、各計画の数値目標を踏まえたものにします。

【評価】

施策の効果を評価するに当たって、目指す目標の実現に向けた、計画期間における施策の効果とい

う視点から、計画全体の指標、基本施策の指標を設定し、検証します。

（２） 推進体制

ア 庁内推進・策定体制

◎酒田市子ども・子育て支援推進委員会（委員会）

庁内の関係課長で構成。国、県の施策や地域、事業所などとの連携に留意しつつ、総合的、計画

的な施策の推進及び調整、進行状況の管理、計画素案の策定及び提案を行います。

イ 地域（市民）・企業・行政の連携・協力

◎酒田市子ども・子育て会議（会議）

子ども・子育て支援法に基づく審議機関として、子どもの保護者、子ども・子育て支援に関する事業

に従事する者、子ども・子育て支援に関し学識経験のある者、公募委員など２０名で構成。計画の内

容や進捗状況、それぞれの関わり方や果たすべき役割などについて、情報・意見交換、提言を行い

ます。

（３）推進に当たっての役割

【地 域】自分の子どもや地域の子どもが健やかに成長するよう、思いやりの心をもって見守るとともに、

社会資源の活用や地域での子ども・子育て支援などへの積極的な参加が求められます。

【事業所】仕事と子育ての両立支援への配慮、若年者の安定就労への協力、一般事業主行動計画策

定に向けた取組などが求められます。

【関係者】質の高い教育・保育、子ども・子育て支援を家庭や地域に提供するとともに、研修等により質

の不断の向上を図ることが求められます。また制度の円滑な運営のため、これまで以上の関係者間で

の連携が求められます。

【 市 】市は幼児期の学校教育・保育、地域子ども・子育て支援事業を総合的に提供する事業主体と

して事業計画を策定し、市が取り組む施策の他、地域、事業者、関係者が主体となった活動うや事業

に支援・協力し、地域社会全体で子どもや子育てを支えていく環境を整備していきます。

（４）進行管理

酒田市子ども・子育て会議と酒田市子ども・子育て支援推進委員会において、進捗状況の確認、評

価、見直しを行い、計画の推進を図ります。また、その結果は広く市民、企業に周知し、次年度以降の

課題等の把握に努めます。
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